
39 

ノート 
ポリエチレンポリアミンとその共存物について 

 
 

松 本 弘 二※ 

 

１ はじめに 

 我々の取扱かうポリエチレンポリアミンとしては，

普通テトラエチレンペンタミン（以下TPA）と，ペン
タメチレンヘキサミン（以下PHA）があり，エポオキ
シ樹脂用ハードナーに用いられている。これらの製品

が通関の際には，税表上の単一生及共存物の定性を行

なわねばならない。一般にアミン類は，その性質上か

ら，どんな分析法を取るにせよ取扱かいに困ることが

多い。本稿では，可能な限りの条件を用いながら，実

際分析で種々試みて来て，比較的に簡単で有効と思わ

れた方法についてまとめたものである。 

２．共存物の分離 

 一般に共存物が主成分に対して，量的には非常に少

いので，共存物が単なる不純物であるか，有効物であ

るかの判定には，少しでも多量の試料を用いる必要が

あり，之には比較的厚い薄層クロマトグラフィーを用

いると，よい結果が得られた。 
 
 ２・１ 薄層クロマトグラフィー（以下TLC） 

2・1・1 ３．５－Dinitrobenzamide 化……遊離アミ
ンは，テーリングが多くこの欠点を避けて，明りよう

な成分数を知るために行ったのが，誘導化である。これ 
にはシリカゲルを用い，クロロホルム／96％エタノル
（注１）（99：１）で展開して，良い結果が得られる。こ
の場合 Rf は２級アミンの多い方が高い。誘導化反応
の際，誘導試薬 DNBが不足であったり，過剰であっ
たりすると，妨害スポットが現われる不便がある。各

アミノ基の塩基性が等しくないので注意を要する。（注2）

識別は紫外線により，紫色のスポットが出るので好都

合である。Fig 1は，試料"N”をこの方法で分離したク
ロマトグラフである。 
 
2・1・2 2mm厚 TLC…… スポット成分を採取する 
目的のため，アミン試料を遊離のまゝ，やゝ多量に用

いた。展開溶媒は低沸点のもので適当なものを選ばね 
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Fig.1 TLC of 3.5 Dinitrobenzyl 
（Sample “N”）-amide 

TPA １ 
Sample “N”   Alkyl amin ２ 

Amino alkohol ３ 
Colour ４ 

 
Fig.2 TLC（2mm Thickness） 

of Sample “G” 
PHA １ 

Sample “G”   TPA ２ 
Colour ３ 
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ばならない。少々のテーリングは避けられなかった。

今回は，メタノールを単独で使用して，比較的に分離

が良好であった。この分離の結果はFig. 2で，図中１．
２はそれぞれ，Fig. 3，4の IR図に相当する。３．は
アミン及び着色々素である。 

 
Fig. 3 and 4 IRS of Smple “G” Component 

of TLC Spot. 
 

2・1・3 銅錯塩化物のペーパークロマトグラフ 
 ポリアミンは，容易に重金属塩と錯化合物を作るの

で，試料"G”を塩化第２銅で銅錯塩化し，ペーパークロ
マトグラフィーで得た結果Fig. 5を得た。本方法では
試料が最初から発色していて，スポット位置は明りょ

うに識別できる利点がある。 

 
Fig. 5 TLC of Cu－Sample “G” 

PHA 
Sample “G”   TPA 

Fatty Amin, Colour 

３ ＩＲＳによる各スポットの定性 
            （注．３） 

 Fig.６は，IRDCカードのTPAでFig. ７は試料"N”
をそのまゝで測定したもの。Fig. 6と殆んど同じスペ
クトルである。ところが Fig. 7 を，前記クロマトグ
ラフィーで分離すると，数種の混合物であることが 
 

 判明した。Fig. 8 は，試料より１成分として分離した
TPA である。これを Fig. 6，7 と対比すると，930～
980cm－１に至る吸収の部分に差が見出だされる。これ
は別に分離された共存成分Fig. 9，10，11の重複像に
よるものであろう。Fig. 9は，アミンの 1部がアルコ
ール基になっているアミノアルコールであり，Fig. 10
は 930cm－１に他と異なる吸収があり，これにより２重
結合の存在が想像される。Fig. 11にSodium Formate
と同定される IRを持つ化合物が，分離されてる。以上
述べて来たことより，Fig. 7の IRで現われた物質の中
に，Fig. 8～11 までの成分が含まれていたと云うこと
である。結局この種の化合物は，IR等により一見単一
らしい化合物にも，共存物が存在した１例である。 

 
Fig. 6～11 
IRS of Each Component 

４ む す び 

 TCLは，本稿のような目的の場合，やはり手軽で，
しかも良い結果が得られる。簡単な紹介に終ったが，

我々としては，物質の単１化合物かどうかを手軽に決

定するための共存物の分析を目的としなければならな

い宿命にあり，この面倒な問題の一般的な方法をさぐ

る意味もあって，本テーマを取り上げた。したがって，

試案程度のものであることをお断わりしておきたい。 
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